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 神戸大学大学院 准教授 北野 幸子先生によるリーダー向けのドキュメンテーション

研修では、園の保育のリーダーである先生や、これから更にドキュメンテーションを学びた

いという先生など、とてもたくさんの方々に参加していただきました。 

 講義では、「幼児期の終わりまでに育ってほしい10の姿」(以下：「10の姿」）について、詳

しくお話を伺うことで、「10の姿」とは子どもを見る時の視点であることや、学びや育ちを第

三者に伝えやすくするための道具であることを具体的に学ぶことができました。 

 研修に参加した皆さんから、前向きな意見や感想が多数聞かれ、学びの多い研修会と

なりました。 

参加園 

 講義『子どもの姿を「幼児期の終わりまでに育ってほしい10の姿」でとらえ、可視化、発信するには』 

「10の姿」は子どもを見る時の視点であり、遊びの中の学びや育ちを伝えやすくするための説明言語である。 
                                                        ～北野先生 講義より～ 

【幼児期の終わりまで育ってほしい10の姿

について】 

◎「10の姿」とは、新しいものではなく、今ま

での保育所保育指針や幼稚園教育要領

の5領域にあったものを小学校にも伝わるよ

うに具体的にしたもの。 

 

◎「10の姿」を使い、遊びや生活の中での

育ちや学びを可視化することで、小学校の

先生や保護者など実践を見ていない人に

も伝わりやすくなる。 

 

【10の姿の捉え方】 

◎「10の姿」は、5歳までにすべてが育って

いないといけないものでもなく、また、0～2

歳に見えなくてはいけないものでもない。 
 

◎0歳児の砂遊びでは、自然に興味を持っ

ではなく、気持ち・育ち・学びをタイトルに

するとよい。 
 

◎遊びは育ちにつながる単なる手段。

子どもは遊ぶことが目的でよいが、保育

者は遊びが目的ではなく、こんな気付

き・育ちがあってほしいという願いを持つ

ことが大切である。 
 

◎「10の姿」はあくまでも道具。子どもを

見る時の視点であり、遊びの中の学び

や育ちを伝えやすくするための説明言

語である。 

 

て関わることが「豊かな感性と表現」につ

ながっていく育ちであり、この経験の積み

重ねが4，5歳にどうつながっていくのか、

という思いで見ていくことが大切。 
 

◎乳児保育で大切にしたい色・音・形・動

き・触覚などは、「豊かな感性」「数量・図

形」「言葉」「思考力」につながるけれど、

今は見られなくてもよい。 

 

◎「10の姿」は早く見えれば良いものでは

なく、見られないからいけないものでもな

い。子どもをより丁寧に見ていく(洞察して

いく）視点である。 

 
 

◎「10の姿」によりチェックするのでなく、

保育の遊びの検証や遊びの現実をより洞

察するために活用する。 

 

◎「○○してた」で終わるのでなく、「これ

が○○の育ちにつながる」という視点を

持って子どもを理解することが大切であ

る。 
 

【可視化・発信】 

◎ドキュメンテーションのタイトルは、活動

 「○○してたな」で終わるのでなく、「これが○○の育ちにつながる」という視点を持って子どもを理解することが大切。                                                            

                                                              ～北野先生 講義より～  

～参加者からの意見・感想を一部ご紹介します～ 

・「10の姿」について、到達目標ではなく、子どもをより丁寧にみるための視点、理解を深

め るための視点という話を聞きよくわかった。 

・子どもに育ってほしい視点を持って、日々の子どもの姿をとらえることの大切さを学ばせ

ていただいた。 

・乳児の中にも育つであろう「10の姿」を見通していくことも大切だと思った。 

・幼児期から学習的なことを進めるよりも、人として根本的に大切な思いやりだったり、人と

の関わりを体験、経験を通して身につけることが大切だと改めて感じた。 

・遊びや生活を通して・・を大切に保育をしていきたいと思った。 



[グループワークの進め方] 

①ワークシートの視点にそって事例を読み取る 

 (1)きっかけ（子どもの興味・関心から） 

 (2)子どもの姿、思い 

 (3)保育者の関わり、意図、ねらい 

 (4)環境 （意図的な環境設定） 

 (5)学び、育ち 

 (6)あなたが保育を展開するとしたら…どんな環境

を準備するか？どんな言葉をかけるか？ 

②①についてグループ内で検討する 

③事例の中の学び・育ちは「10の姿」のどこにつなが

るのかを検討する 

 

④グループワーク終了後、「10の姿」について検討し

たことを各グループごとに発表する 

［グループ発表より］ 

・水が流れていっぱいになるこ

とに気づいていることから【数

量や図形、標識や文字など

への関心・感覚】の育ちにつ

ながる。 

・「ぼくも一緒にしてあげる」と

いう言葉や、一緒に川を作る

姿から【協同性】の育ちにつな

がる。 

 

[グループ発表より] 

・砂遊びなどの経験は【健康な心と体】の育ちにつながる。 

・友だちの真似をして遊ぶ姿（1歳なりの真似っこあそび）は【協同性】の育ちに

つながる。 

・｢パラパラ」と言う保育士の言葉を受けて真似していることから、保育士の言

葉から学んでいる姿が見られる。【言葉による伝え合い】の育ちにつながる。 

グループワーク（内容） 

～事例の中の子ども達の育ちや学びを「１０の姿」で捉える～ 

【０歳児事例】  A1歳６カ月黒シャツ Ｂ1歳6カ月青シャツ 

Aくんが、砂を入れた容器を持ってテーブルのところにやってきた。容器から砂を入

れたり出したりを繰り返した後、おでこの高さから指先をこするようにして少しずつ砂

を落とし始める。少しずつ砂を落とすために、指先に細心の注意をはらって調整し

ている。保育者も一緒に砂を落としてみた。 

テーブルの上が砂でいっぱいになると手を広げて、手のひら全体で砂をなでるよう

に混ぜ、その感触を感じていた。 

赤土の山のくぼみに流し込

んだ水で遊び始めた。そのう

ちに中に入り手や足で感触

を確かめている。また、水の

流れに興味を持った子ども

達が、川をつくったり、水の

中で足を速く動かして流れを

変えたりして楽しんでいた。  

【３歳児事例】   
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 これらの事例に挙げた10の姿は、0歳や3歳に今現在この力が育っているというもの
ではなく、この経験の積み重ねが、後に「10の姿」へとつながっていく、という捉え方をし
ています。 
 また、１つの遊びの中に「10の姿」は１つではなく、色々な育ちにつながる姿があると
いうことが事例を読み解くことで見えてきます。 

第2回舞鶴市保幼小接続カリキュラム策定会議   7月13日 

 第2回の策定会議では、グループに分かれ保育所・幼稚園から収集した0歳～5歳までの事

例を基に、子どもの学びや育ちを「10の姿」で捉えるための協議を行いました。協議後の意見交

換では、「同じ遊びの中にも、その年齢ごとの学びがあり、それを「10の姿」でとらえていくことで、

その学びがつながっていることがわかる」「様々な経験の積み重ねが学びにつながっている」な

ど、「10の姿」は遊びの中の学びや育ちを伝え、つなげていくツールであることを共有しました。 

 第3回の策定会議は、保幼小連携活動から事例を収集し、カリキュラムの策定に向け、事例

研究等を行っていきます。 

 11グループ(1グループ4人～5人）に分かれて行ったグループワークでは、はじめに、事例のドキュメンテーションを基にワークシート

を活用しながら、遊びの中の育ちや学びを読み取りました。その後、北野先生より「幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿」につ

いて講義を受け、もう一度、グループで学びや育ちが「10の姿」のどこにつながっていくのかを検討していただきました。講義後にさら

に協議することで、「10の姿」への理解も深まり、それぞれのグループで活発な意見交換が行われました。 

 グループワークの感想では、「自分の気付かなかった意見が聞けることで、違った視点で考えられる良い機会」｢グループ

ワークの大切さを改めて感じた」「園内でもグループワークなどを積極的にしていきたい」という声も多数聞かれまし

た。事例を基に保育について語り合うことは、自分自身の保育を振り返る機会にもなります。このようなグループワー

クを園内研修などでぜひ取り入れてみてください。 


